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人
手
不
足
や
生
活
の
変
化

重
要
さ
増
す
生
産
性
向
上様々な製品、サービスを展開する三重企業

三重生産性革命特集
（１３） （第三種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　８　月２０日　金曜日

　
企
業
に
と

て
最
大
の
経
営
課
題
は
人
手
不
足
だ

女
性
活
躍
推
進
や
高
齢
者

外
国

人
労
働
者
を
活
用
す
る
動
き
が
あ
る
一
方

中
長
期
的
な
視
点
で
の
生
産
性
向
上
へ
の
取

り
組
み
が
特
に
重
要
と
な

て
い
る

昨
年
か
ら
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
生
活
様
式
の
変
化
で

リ
モ

ト
ワ

ク
や
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
普
及
も

急
速
に
進
ん
で
い
る

得
意
先
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
製
品

サ

ビ
ス
を
展
開
し
て

い
る
三
重
県
企
業
を
探

た


小口輸送の積載効率を高めるゴーリキのトラッ
ク荷台用段積みラック「トラックラック」

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
の
Ｎ
Ｃ
Ｂ
暫
定
登
録
証
を
持
つ
濱
口
社
長

四
日
市
事
務
機
セ
ン
タ

は
用
途
別
に

複
数
の
ウ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
い

分
け
て
い
る

高洋電機の本社（三重県玉城町）

無
人
見
学
で
提
供
し
て
い
る
案
内
動
画
の

ワ
ン
シ

ン︵
ハ
ウ
ス
ク
ラ
フ
ト
︶

■
小
口
輸
送
の
積
載
効
率
向
上

　
工
場
・
倉
庫
で
材
料
や
製
品
を
保
管
す
る
棚
︵
ラ

ク
︶
の

製
造
を
展
開
す
る
ゴ

リ
キ
︵
本
社
伊
勢
市
大
湊
町

強
力
雄

社
長

電
話
０
５
９
６
・
３
６
・
２
１
０
４
︶
は

ト
ラ

ク

荷
台
用
段
積
み
ラ

ク
﹁
ト
ラ

ク
ラ

ク
﹂︵
商
品
名
︶
を

発
売
し
た

荷
台
の
積
載
面
積
を
増
や
し

積
載
効
率
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
小
口
輸
送
向
け
ニ

ズ
を
見
込
ん
で
い
る


　
ウ
イ
ン
グ
車

の
荷
台
に
設
置

し
て

重
ね
ら

れ
な
い
荷
物
が

段
積
み
で
き
る

よ
う
に
な
る


幅
２
・




長
さ
３
・



で

荷
台
に
し


か
り
収
ま
る

サ
イ
ズ

高
さ

は
１
・


１
・



の
間
で




単
位
で
変

更
が
可
能


　
重
さ
２
５
０


で

耐
荷
重

は
２
５
０
０


４

車
で
２
台



車
で
は
３
台
を
設
置

で
き
る

価
格
は
税
込
み
で

万
円
前
後


　
強
力
社
長
は
﹁
小
口
の
混
載
便
が
断
ら
れ
る
ケ

ス
が
増
え

て
き
て

困

て
い
る
企
業
は
多
い

積
載
効
率
を
高
め
る
ラ


ク
に
よ
り

運
送
業
界

荷
主
双
方
の
問
題
解
決
に
つ
な
が

れ
ば
﹂
と
話
し
て
い
る


■
製
品
安
全
評
価
の
迅
速
化
へ

　
自
動
車
部
品
や
家
電
製
品

医
療
機
器
の
安
全
性
評
価
な
ど

を
行
う
コ
ス
モ
ス
・
コ

ポ
レ
イ
シ

ン
︵
本
社
松
阪
市
桂
瀬

町

濱
口
慶
一
社
長

電
話
０
５
９
８
・
６
０
・
１
８
２
７
︶

は
今
年
６
月

世
界

カ
国
・

認
証
機
関
の
認
証
機
関
が
加

盟
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｅ︵
電
気
機
器
安
全
規
格
適
合
性
試
験
制
度
︶

の
日
本
国
内
の
加
盟
認
証
機
関
︵
Ｎ
Ｃ
Ｂ
︶
に
登
録
さ
れ
た


製
品
カ
テ
ゴ
リ

は

医
療
機
器
と
計
測
機
器
の
２
分
野

純

粋
な
日
本
の
民
間
企
業
と
し
て
初
の
登
録


　
同
制
度
で
は

認
定
試
験
所
が
実
施
し
た
製
品
や
部
品
の
試

験
・
検
査
結
果
に
つ
い
て

Ｎ
Ｃ
Ｂ
が
審
査
し
て
国
際
標
準
化

機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
︵
国
際
電
気
標
準
会
議
︶
の
規
格
に
基
づ

く
Ｃ
Ｂ
証
明
書
と
し
て
発
行
す
る
と

重
複
試
験
を
す
る
こ
と

な
く
加
盟
認
証
機
関
が
提
供
す
る
安
全
認
証
マ

ク
が
取
得
可

能
と
な
る


　
同
社
で
は

Ｎ
Ｃ
Ｂ
登
録
を
機
に

一
層
の
製
品
安
全
評
価

の
迅
速
化

品
質
向
上
を
目
指
し

日
本
企
業
の
グ
ロ

バ
ル

展
開
に
貢
献
し
て
い
く
考
え
だ


■
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
使
い
分
け
効
率
化

　
事
務
機
器
の
販
売
や
保
守
管
理
を
手
掛
け
る
四
日
市
事
務
機

セ
ン
タ

︵
本
社
四
日
市
市
日
永
西

佐
野
智
成
社
長

電
話

０
５
９
・
３
４
６
・
５
４
１
１
︶
で
業
務
の
生
産
性
向
上
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
ウ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
だ


営
業
な
ど
対
面
で

の
や
り
取
り
は
新

型
コ
ロ
ナ
で
難
し

い
な
か

業
務
の

用
途
別
に
複
数
の

ウ

ブ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
使
い
分
け

て
効
率
化
を
図


て
い
る


　
同
社
は
会
議
シ

ス
テ
ム
の
特
性
に

合
わ
せ
て
﹁
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
﹂
や
﹁
Ｔ
ｅ

ａ
ｍ
ｓ
﹂
な
ど
用

途
別
に
ウ

ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
複

数
使
い
分
け
て
い

る

今
春
導
入
し

た
﹁
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
　
ｉ
ｎ
︵
ミ

ト
イ
ン
︶﹂
は

会
議
に
参
加

す
る
際
の
面
倒
な
ロ
グ
イ
ン
操
作
や
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ

ド

が
不
要
で

強
固
な
セ
キ

リ
テ


が
特
長

同
社
で
は
社

内
会
議
や
採
用
面
接
な
ど
で
活
用

ま
た

本
社
と
県
内
に
あ

る
事
業
所
同
士
を
結
び

情
報
共
有
に
役
立
て
て
い
る


　
営
業
活
動
に
も
ウ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
活
用


訪
問
営
業
に
比
べ
て
１
日
の
商
談
件
数
が
増
え
る
な
ど
生
産
性

が
格
段
に
ア

プ
し
て
い
る
と
い
う


■
精
密
加
工
で
時
間
・
コ
ス
ト
削
減

　
自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
部
品
や
錠
前
部
品
な
ど
の
切
削
加
工
を

手
掛
け
る
高
洋
電
機
︵
本
社
三
重
県
玉
城
町
中
楽

高
祖
雅
規

社
長

電
話
０
５
９
８
・
５
８
・
２
１
２
１
︶
は

タ
ン
グ
ス

テ
ン
や
ハ
ス
テ
ロ
イ
と
い

た
難
削
材
の
精
密
加
工
で
高
い
評

価
を
得
て
い
る


　
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
加
工
で
精
度
を
高
め
る
に
は

研
磨
を
行

う
の
が
一
般
的
だ
が

同
社
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
３

に
対
応

す
る
高
い
切
削
技
術
を
有
し
て
い
る

研
磨
の
レ
ベ
ル
ま
で
加

工
が
で
き
る
た

め

時
間
や
コ

ス
ト
の
削
減
に

大
き
く
貢
献
で

き
る


　

年
に
は


﹁
純
タ
ン
グ
ス

テ
ン
製
六
角
穴

付
き
標
準
ボ
ル

ト
﹂
を
販
売
し

た

ね
じ
加
工

や
ド
リ
ル
加
工

な
ど

た
く
さ

ん
の
技
術
要
素

が
詰
ま

て
お

り

同
社
の
技

術
力
を
ア
ピ


ル
す
る
製
品
と

な

て
い
る


　
同
社
は

年
か
ら

難
削
材
加
工
を
中
心
に
米
国
な
ど
海
外

市
場
の
開
拓
に
本
格
的
に
着
手
し
た

さ
ら
に

半
導
体
製
造

装
置
向
け
の
開
発
試
作
分
野
へ
の
参
入
に
向
け
た
設
備
投
資
を

計
画
す
る
な
ど

新
規
市
場
・
新
規
素
材
に
積
極
的
に
チ

レ

ン
ジ
し
て
い
る


■
営
業
担
当
者
ゼ
ロ
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

　
注
文
住
宅
の
設
計

施
工
販
売
の
ハ
ウ
ス
ク
ラ
フ
ト
︵
本
社

三
重
県
菰
野
町
福
村

遠
藤
真
二
社
長

電
話
０
５
９
・
３
９

４
・
２
０
０
５
︶
は

津
市
の
総
合
住
宅
展
示
場
︵
津
市
垂
水

２
６
１
の
１
︶
で
営
業
担
当
者
を
置
か
な
い
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の

見
学
を
始
め
た

あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
タ
ブ
レ

ト
端
末

の
動
画
を
視
聴
し
な
が
ら
内
覧
す
る
形
式

営
業
担
当
者
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
無
く

来
場
者
が
自
分
た
ち
の
ペ

ス

で
見
学
で
き
る
の
を
売
り
に
し
て
い
る


　
動
画
は

分
程
度
で

動
画
内
で
営
業
担
当
者
が
案
内
し
て

い
く

来
場
者
が
実
際
に
住
む
イ
メ

ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
と

案
内
の
仕
方
に
も
工
夫
を
こ
ら
し
て
い

る


　
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
見
学
は
通
常

営
業
担
当
者
を
置
く
の
が

一
般
的

直
接
的
な
営
業
要
素
を
省
く
こ
と
で

見
学
の
ハ


ド
ル
を
下
げ
て

よ
り
多
く
の
来

場
者
を
呼
び
込

み
た
い
考
え


遠
藤
社
長
は

﹁
総
合
展
示
場

の
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
に
営
業
担
当

を
置
か
な
い
の

は
珍
し
い

自

分
た
ち
の
ペ


ス
で
ゆ

く
り

話
し
合
い
な
が

ら
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
﹂

と
ア
ピ

ル
す

る



